
広
島
・草
戸
千
軒
町
遺
跡

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
二
次
調
査
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
ゴ

一月
ぞ

一
九
八
四

年

（昭
５９
Ｘ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
ｉ
江
戸
時
代

（中
心
は
主
と
し
て
鎌
倉

・
室
町
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
三
二
次
調
査
区
は
中
州
中
央
部
で
、
昨
年
度
実
施
し
た
第
二

一
次
調
査
区

の
東
に
あ
た
り
、
東
西
三
〇

ｍ
×
南
北
三
〇

ｍ
の
九
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
ま
た
ぃ

1983年出上の木簡

第32次調査区位置図

調
査
区
北
東
部
に
拡
張
区

（東
西
二
〇
ｍ
×
南
北
一
〇
ｍ
の
二
Ｏ
０
２じ

を
設
定
し
、

第

一
三
次
調
査
で
検
出
し
た
突
堤
状
石
積
遺
構
の
下
部
を
調
査
し
た
。
検
出
し

た
主
な
遺
構
に
は
柵

。
建
物

・
溝

・
池

・
土
羨

・
墓
羨
な
ど
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
区
は
、
以
前
の
調
査
で
確
認
し
た
鎌
倉
時
代
の
南
北
溝
三
条
が

平
行
に
走
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
期
の
居
住
区
の
東
限
地
域
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
、
中
州
東
部
で
検
出
し
た
室
町
時
代
の
南
北
溝
群
と
西
側
の
柵
囲
い
な
ど

を
結
ぶ
地
域
に
あ
た
っ
て
お
り
、
町
の
様
相
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。

墨
書
木
札
類
に
は
中
世
木
衡
や
柿
経

・
御
札
な
ど
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
六
二
〇

・

一
三
七
五
溝
や
Ｓ
Ｇ
二
八

一
〇
池
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
六
二
〇
溝
は
調
査
区
北
東
部
の
拡
張
区
で
検
出
し
た
南
北
溝
で
、
突
尭

状
石
積

（
ｓ
Ｘ
六
〇
〇
）
の
下
部
で
検
出
し
た
。
以
前
の
調
査
の
結
果
、
全
長
二

二
ｍ
×
幅
三

・
Ｏ
ｉ
四

・
五
ｍ
×
深
さ
約

一
・
Ｏ
ｍ
で
、
溝
底
に
木
質
の
堆
積

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
溝
内
か
ら
中
世
木
簡
①
と
御
札
②
が
出
土

し
た
。
室
町
時
代
前
半
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五
溝
は
調
査
区
中
央
部
で
検
出

し
た
南
北
溝
で
あ
る
。
幅
三

・
八
を
四

。
四
ｍ
×
深
さ
Ｏ

・
七
ｉ

一
・
Ｏ
ｍ
で
、

以
前
の
調
査
で
検
出
し
た
部
分
を
含
め
計
七
八
ｍ
以
上
に
な
る
。
溝
の
底
部
に

堆
積
し
た
暗
灰
色
粘
土
中
か
ら
大
量
の
加
工
木
が
出
上
し
た
。
な
か
で
も
調
査

区
の
南
端
付
近
で
は

「木
舞
」
と
考
え
ら
れ
る
格
子
状
建
築
部
材
、
鼻
繰
、
運

搬
用
具
と
考
え
ら
れ
る
担
架
状
木
製
品
な
ど
建
築
に
関
す
る
木
製
品
が
多
数
出

土
し
た
。　
な
お
、
格
子
状
建
築
部
材
の
な
か
に
は
文
字
を
記
し
た
も
の

（①
ど



③
）
も
あ

っ
た
。
鎌
倉
時
代
で
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
二
八

一
〇
池
は
調
査
区
南
東
部
で

検
出
し
た
池
で
、
東
西
八

・
Ｏ
ｍ
、
南
北
九

・
Ｏ
ｍ
以
上
、
深
さ
Ｏ

・
九
を

一

。
二
ｍ
を
測
る
。
池
の
北
肩
お
よ
び
東
肩
に
は
護
岸
石
積
が
あ
り
、
池
の
上
部

に
は
礫
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
後
に
埋
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
部
に
は

暗
灰
色
粘
上
が
堆
積
し
て
お
り
、
柿
経
（①
ｌ
①
）
な
ど
の
木
製
品
は
主
と
し
て

こ
こ
か
ら
出
上
し
た
。
室
町
時
代
後
半
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

今
回
出
土
し
た
墨
書
木
札
類
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
理
検
討
中
で
あ
る
た
め

概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。
中
世
木
簡
は
わ
ず
か
一
点
で
、
大
半
は
柿
経
や
格

子
状
建
築
部
材
な
ど
の
用
途
が
明
際
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

Ｓ
Ｄ
六
二
〇

ω
　
　
回
□
の
十
二
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（駁
Ｙ
∞ダ
“

ミ
、

②

　

「大
般
若
経
韓
讀
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
懲
ふ

解認

Ｓ
Ｄ

一
三
七
五

①

　

「
ミ
か
ね
く
き
ひ
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
（ぷ
卜ｙ
∞ダ
伽
重

④

　

「日
日
日
□
□
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（露
『∀
∞ズ
ω
重

⑥

　

「
ミ
し
く
日
日
Ｈ
□
道
□
也
」
　
　
　
　
　
　
μ∞ωマ
、マ
伽
μ協

⑥

　

「
ミ
し
の
く

×
」
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

〕韻

温
ダ
∞
琵

い〕　　　「ミヽ
‐跡破い〉ヵ一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μΦｏミＸ卜ｏ×∞　解Φ∞

③

　

「
ミ
し
く
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ぷ
μ∀
］露
⇔
霊

Ｓ
Ｇ
三
八

一
〇

⑨
　
・
×
口
日
日
□
我
有
大
乗
名
□
諸
×

・
×
日
日
日
□
逝
母
□
□
□
上
吉
調
×
　
　
　
　
（Ｓ
ね
マ
μ
蕊

⑩
　
・
×
法
華
経
大
□
□
×

・
×
法
□
□
是
経
典
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（υ
溢
毎
μ
馬

⑪
　
。×〔酔
祀
営
□
×

・
×
口
Ｈ
日
□
菩
薩
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
ね
毎
μ
蕊

⑫

　

　

×

菩

提

記

×

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｓ

溢

聟

卜

愚

⑬
　
　
×
口
旧
日
□
□
羅

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

ね
ギ
μ
μ博

②
は
最
近
各
地
の
中
世
遺
跡
か
ら
出
上
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
転
読
札
で
あ
る
。

下
部
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
そ
の
用
途
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
な
お
、
中
州

南
端
の
第

一
五
次
調
査
で
室
町
時
代
後
半
の
Ｓ
Ｄ
七
六
〇
溝
か
ら
転
読
札

一
点

が
出
土
し
て
い
る
。
①
の

「
か
ね
く
き
」
は
鉄
釘
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
柿
経
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は
数
十
点
出
上
し
た
が
、
大
半
が
細
片
の
た
め
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、

東
接
す
る
第

一
三
次
調
査
区
の
Ｓ
Ｄ
六
二
〇
溝
か
ら
法
華
経
を
書
写
し
た
柿
経

が

一
〇
点
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
今
回
の
調
査
で
は
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五
溝
か

ら
長
方
形
の
材
と
推
定
で
き
る
も
の
に
墨
で
線
を
引
い
た

（間
隔
は
三
・
一
伽
、

二
・
○
伽
、
三
・
Ｏ
ｃｍ
、
三
・
五
ｃｍ
で
あ
る
）
物
差
状
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
第
三
二
次
発

掘
調
査
概
要
―
』

（広
島
県
草
戸
千
軒
町
遣
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
三
、　
一
九
八

五
年
三
月
刊
予
定
）

福
島
政
文

「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
３２
次
調
査
概
要
」
（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『草

戸
千
軒
』
此
１３０
、　
一
九
八
四
年
）

同

「特
集
　
春
季
特
別
公
開
展

「
草
戸
千
軒
町
遺
跡

一
九
八
三
年
度
出
上
の

主
要
遺
物
Ｌ

（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『草
戸
千
軒
』
醜
ｍ
、　
一
九
八
四
年
）

岩
本
芳
幸

「資
料
紹
介
　
第
３２
次
調
査
出
上
の
格
子
状
建
築
部
材
」
（同
右

一
九
八
四
年
）

（小
田
原
昭
嗣

・
志
田
原
重
人
）


